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編集後 記 にか えて

 ●本号 は，1980年3月 に刊行 し

た第6号(わ が国産業組織におけ

る大卒新入社員の キャ リア発達過

程一一一一そ の経時的分析一)， お よ

び第7号(Management career

progress：Japanese style)に 続

くものであ る。読んでいただ くさ

いの便を考え，既報告分の主要 な

箇所を 「第1章 」 として要約 した

が，研 究の全体の流 れや より立 ち

入 った論議 については， やは り，

既刊 の第6号 お よび第7号 そのも

のを，再度，参照 していた だきた

い， と思 う。

 ●組織 内キ ャリア発達一 特定

時点 にお ける個人 の組織生活のあ

りよ う一 を ど う捉え るかについ

ては，研究者のあいだに明確な合

意はない， とい って よい。一 般に

は，二つの側面か らそのあ りよう

が問題 とされてい る。ひ とつは，

職務遂行実績や組織上 での地位 や

権限そ して給 料 とい っ た 外 面 的

(external)な 側面において，もう

ひ とつは，職 務満足や帰属意 識そ

してア イデ ィンテ ィや生 きがい と

い った内面的(internal)な 側面 に

おいて。前者 の側面 は，(当の個人

が どう思 ってい よ うと)，他 者か

らの一義 的な位置 づけが可能 な側

面 であ り，その故 に客観的(objec・

tive)な キ ャ リアな どとも呼ばれ

る。後者 の側面 は，当 の個人が 自

己 の存在状況を ど う受け とめ てい

るか の問題であ り，他者か らの一

義的な位置づけは容易ではない。

 ●本号で問題 とした 「キ ャ リア

発達」は，明 らかに，前者の側面

での ものであ った。 この前 者の，

外面的なあ るいは客観的な側面 を

問題 としてい るか ぎりにおいて，

キ ャ リア発達 の研究 は“す っき り”

している といxよ う。 そこにた と

えぽ，intraOrganiZatiOnal mO・

bilityと い った フ レー ム ・ワ ー

クを置 こうが， あるいはhuman

resource managementと い っ

たパースペ クテ ィブを持ち込 も う

が，研究 としては要す るに 「出世」

(career progression)の メカニズ

ムを追xぽ よいか らであ る。出世

とはなにか一 ～それは， 組織の階

段を昇 りつめて，その結 果 として

権力 と財力 とを掌中にす ることで

あ る， と割 り切 って定義 さえして

しまえば，研究 は “科学的” に立

派 に成立す るのである。

 ● だが，後者 の， 内面的 なある

いは主観的 な側面 を問題 にしよ う

とすれ ぽす るほ ど， キ ャリア発達

の研究 は立 ち往生 してしま う感が

ある。 ここではど うしても， 出世

の方 向性や 出世す ることの主体的

意味 あい とい った ことが問われ ざ

るを得ないか らであ る。組織生活

においてそれぞれが安心立命で き

る存在状況 とは，具体的に どの よ

うな もの で あ る の か一 現 在 の

厂組織におけ る人間の研究」は，

「その ような状況」 のイ メー ジす

ら持 っていない ことが歯がゆ く思

われ る。      (南 隆 男)
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